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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第79期
第３四半期
連結累計期間

第80期
第３四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 (百万円) 107,458 120,323 151,774

経常利益 (百万円) 9,643 12,222 14,098

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 5,847 7,807 8,631

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 10,482 6,797 14,370

純資産額 (百万円) 106,643 115,322 110,516

総資産額 (百万円) 172,309 182,610 177,509

１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 51.54 68.69 76.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 51.32 68.40 75.73

自己資本比率 (％) 61.3 62.6 61.7
 

 

回次
第79期
第３四半期
連結会計期間

第80期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

１株当たり
四半期純利益

(円) 19.99 25.81
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　１株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益の算定において、従業

員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式を自己株式として処理していることから、期中平均株式数から当

該株式数を控除しております。

４ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としており

ます。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、消費税増税の影響が薄れたことに加え、訪日外国人の増加によるイ

ンバウンド需要の拡大等により回復基調で推移いたしました。海外におきましては、アメリカの景気は堅調に推移

しているものの、中国の景気減速に加え、欧州・中東における地政学リスクの高まりにより不安定要素が増してき

ております。

　このような状況のもと、当社グループは顧客志向の新製品開発やマーケティング活動により新規分野への展開を

図るとともに、既存分野におきましても消費者ニーズの変化に対応した高付加価値の製品を開発し、市場の活性化

に努めてまいりました。

　その結果、売上高は1,203億2千3百万円（前年同期比 12.0％増）となりました。日本において消費税増税の影響

が一巡したことに加え、アジアを中心に海外において増収となったこと、さらに円安による為替換算の影響も寄与

いたしました。

利益面につきましては、新規分野への先行投資が継続しているものの売上が堅調に推移したことにより、営業利

益は118億5千9百万円（同 31.7％増）、経常利益は122億2千2百万円（同 26.7％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は78億7百万円（同 33.5％増）となりました。
 

　報告セグメントの概況は次のとおりであります。
 

　（日本）

　　外部顧客への売上高は、720億5千5百万円（前年同期比 7.2％増）となりました。

　消費税増税の影響が一巡したことに加え、インバウンド需要も寄与し主力のアイケア関連品、スキンケア関連品

が好調でありました。アイケア関連品では「ロートジー」などの若者用目薬が好調でありました。スキンケア関連

品におきましては、暖冬の影響もあり保湿系の医薬品やリップクリームが伸び悩んだものの、高付加価値の「極潤

プレミアム」シリーズを新たにラインアップした「肌ラボ」や「ダーマパワーＸ」シリーズをリニューアルした機

能性化粧品「オバジ」、「オイルｉｎ」シリーズを追加した「５０の恵」、「スガオ　スフレ感チーク＆リップ」

を追加した「ＳＵＧＡＯ」などが好調でありました。

　セグメント利益（営業利益ベース）につきましては、研究開発費など新規分野への先行投資があるものの大幅な

増収となったことにより、76億8千8百万円（同 40.3％増）となりました。
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　（アメリカ）

　　外部顧客への売上高は、59億4千1百万円（前年同期比 20.4％増）となりました。

　米国経済が個人消費の堅調な推移により緩やかな回復の兆しを見せてきているものの、暖冬の影響により冬物商

材が伸び悩みました。一方、目薬については新製品が好調に推移しており、円安による為替換算の影響もあり増収

を確保いたしました。

　セグメント利益（営業利益ベース）につきましては、競争激化への対応や新製品発売に伴う広告費及び販売促進

費が増加したことにより、6億6千6百万円の損失（前年同期のセグメント損失は6億2千5百万円）となりました。
 

　（ヨーロッパ）

　　外部顧客への売上高は、62億3千8百万円（前年同期比 39.7％増）となりました。

　ヨーロッパにおきましては、消炎鎮痛剤「ディープヒート」シリーズが堅調に推移したことや前期に取得したダ

クス・コスメティクス社が増収に寄与いたしました。

　セグメント利益（営業利益ベース）につきましては、増収となったことにより3億5千1百万円（同 15.4％増）と

なりました。
 

　（アジア）

　　外部顧客への売上高は、344億6千7百万円（前年同期比 17.6％増）となりました。

　日やけ止め「サンプレイ」や男性用化粧品「メンソレータム　メン」などのスキンケア関連品が堅調でありまし

た。また、目薬が好調に推移していることに加え、秋冬の需要期を迎えたリップクリームも中国で新製品を発売し

たことにより堅調で増収に寄与いたしました。

　セグメント利益（営業利益ベース）につきましては、広告費及び販売促進費の増加があったものの、増収が寄与

し、41億2百万円（同 19.0％増）となりました。
 

　（その他）

　　報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外部顧客への売上高は、16億2千万円（前年同期比 4.3％

増）となりました。

　セグメント利益（営業利益ベース）につきましては、1億3千6百万円（同 15.6％増）となりました。

 
(注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産総額は1,826億1千万円となり、前連結会計年度末より51億1百万円増

加いたしました。これは、電子記録債権が41億5千8百万円、商品及び製品が27億3千7百万円、受取手形及び売掛金

が18億5千5百万円増加した一方、現金及び預金が20億9千7百万円、投資有価証券が11億8千3百万円減少したこと等

によるものであります。

　負債総額は672億8千8百万円となり、前連結会計年度末より2億9千4百万円増加いたしました。これは、電子記録

債務が21億1千9百万円、未払法人税等が14億5百万円増加した一方、短期借入金が33億2千万円減少したこと等によ

るものであります。

　また、純資産につきましては1,153億2千2百万円となり、前連結会計年度末より48億6百万円増加いたしました。

これは、利益剰余金が55億2千9百万円増加した一方、為替換算調整勘定が8億9千7百万円減少したこと等によるも

のであります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　なお、株式会社の支配に関する基本方針に関しては、次のとおりであります。
 

① 基本方針

当社は、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の経営理念、企業価値のさまざ

まな源泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

を中長期的に確保・向上させるものでなければならないと認識しております。そのためには、幅広い視野と専門性

の高い業務知識やノウハウを兼ね備えた者が取締役に就任し、当社の財務及び事業の方針の決定につき重要な職務

を担当することがその目的に資するものと考えております。

　そして、第三者による当社株式の大規模な買付行為がなされた場合、それに応じるか否かは、最終的には株主様

の判断に委ねられるべきものと考えますが、その目的などから見て当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確

保・向上に資するものでない場合は、適時適切な情報開示に努めるとともに、会社法その他関連法令の許容する範

囲内において適切な対応をしてまいります。
 

② 基本方針実現のための取り組み

当社のコーポレートスローガン「よろこビックリ誓約会社」が示しているとおり、ますます多様化する健康と美

へのご要望に対して、「お客様の『期待値を超えた満足（＝感動）』」を提供し続けるために、新たな価値のある

製品をお届けできるよう製品の開発、製造に努めると同時に、常に安全・安心な製品をお客様へお届けする品質保

証体制の強化に努めてまいります。加えて、効果的なマーケティング活動及び営業活動を行うことで、お客様から

高いご支持をいただける市場競争力のある製品群を多くの分野で展開してまいります。

 また、当社は、健康と美に関するあらゆるソリューションを提供することを目標と考えております。アイケア事

業、スキンケア事業、内服・食品事業、その他周辺事業ならびに海外事業、新規事業など、当社及び当社グループ

の事業構成は多岐に渡りますが、それぞれの方向性を明確にし、経営資源の配分の最適化を継続的に進めてまいり

ます。これら各事業を将来にわたって拡大・発展させる各種布石を着実に打つことにより、今後の収益基盤の一層

の安定と確立に努め、企業価値の向上、ひいては株主共同の利益の最大化に取り組んでまいります。

 さらに、当社は、国内においてＣＳＶ推進担当部署を中心に東日本大震災からの復興支援をはじめ、より高いレ

ベルでの社会的責任への取り組み強化を積極的に推進しております。海外においては、目の大切さを伝える啓蒙活

動を継続するとともに、眼科医療の行き届かない地域における白内障治療の支援を行っております。加えて環境マ

ネジメントの推進、コンプライアンス体制の確立、リスクマネジメント等の充実に鋭意取り組んでいるところであ

ります。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は41億7千2百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 399,396,000

計 399,396,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 117,929,250 117,929,250
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 117,929,250 117,929,250 ― ―
 

(注) 提出日現在の発行数には、平成28年２月１日から当四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成27年10月１日
～

平成27年12月31日
― 117,929,250 ― 6,411 ― 5,515
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）

― ―
普通株式 4,018,600

完全議決権株式(その他) 普通株式 113,869,000 1,138,690 ―

単元未満株式 普通株式 41,650 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  117,929,250 ― ―

総株主の議決権 ― 1,138,690 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権20個)

含まれております。また、従業員持株ＥＳＯＰ信託の信託財産（所有者名義「日本マスタートラスト信

託銀行㈱（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）」）が237,000株(議決権2,370個)含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式51株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ロート製薬株式会社

大阪市生野区巽西１丁目８－１ 4,018,600 ― 4,018,600 3.4

計 ― 4,018,600 ― 4,018,600 3.4
 

(注)　従業員持株ＥＳＯＰ信託の信託財産（所有者名義「日本マスタートラスト信託銀行㈱（従業員持株ＥＳＯＰ

信託口）」）237,000株は、財務諸表において自己株式として表示しておりますが、当該株式は、当社従業員

持株会の議決権行使状況を反映した信託管理人の指図に従い議決権行使されるため、上記に含めておりませ

ん。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 25,733 23,635

  受取手形及び売掛金 32,424 ※１  34,280

  電子記録債権 6,513 ※１  10,672

  商品及び製品 12,918 15,656

  仕掛品 2,360 2,405

  原材料及び貯蔵品 7,290 7,952

  その他 6,590 6,783

  貸倒引当金 △139 △187

  流動資産合計 93,692 101,197

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 22,347 21,729

   その他（純額） 28,022 27,797

   有形固定資産合計 50,370 49,526

  無形固定資産   

   のれん 1,326 1,056

   その他 3,050 2,557

   無形固定資産合計 4,376 3,614

  投資その他の資産   

   投資有価証券 24,325 23,141

   その他 6,118 6,739

   貸倒引当金 △1,374 △1,609

   投資その他の資産合計 29,070 28,271

  固定資産合計 83,816 81,413

 資産合計 177,509 182,610

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 10,154 10,941

  電子記録債務 47 2,167

  短期借入金 8,349 5,029

  未払費用 26,452 26,666

  未払法人税等 882 2,288

  賞与引当金 1,854 930

  役員賞与引当金 20 22

  返品調整引当金 700 830

  売上割戻引当金 2,190 2,090

  その他 6,956 6,803

  流動負債合計 57,607 57,768
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

 固定負債   

  長期借入金 1,074 1,147

  退職給付に係る負債 4,657 4,779

  その他 3,653 3,591

  固定負債合計 9,385 9,519

 負債合計 66,993 67,288

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,411 6,411

  資本剰余金 5,738 5,738

  利益剰余金 92,315 97,844

  自己株式 △5,451 △5,242

  株主資本合計 99,013 104,752

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 6,646 6,506

  為替換算調整勘定 5,479 4,581

  退職給付に係る調整累計額 △1,618 △1,554

  その他の包括利益累計額合計 10,507 9,533

 新株予約権 568 568

 非支配株主持分 425 467

 純資産合計 110,516 115,322

負債純資産合計 177,509 182,610
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 107,458 120,323

売上原価 44,179 48,741

売上総利益 63,279 71,581

返品調整引当金繰入額 － 130

返品調整引当金戻入額 120 －

差引売上総利益 63,399 71,451

販売費及び一般管理費 54,397 59,592

営業利益 9,001 11,859

営業外収益   

 受取利息 173 204

 受取配当金 355 393

 持分法による投資利益 126 －

 その他 362 196

 営業外収益合計 1,018 794

営業外費用   

 支払利息 141 131

 持分法による投資損失 － 145

 その他 234 155

 営業外費用合計 376 432

経常利益 9,643 12,222

特別利益   

 投資有価証券売却益 454 71

 特別利益合計 454 71

特別損失   

 投資有価証券評価損 246 200

 関係会社株式評価損 － 131

 貸倒引当金繰入額 490 170

 関係会社貸倒引当金繰入額 － 39

 特別損失合計 737 541

税金等調整前四半期純利益 9,361 11,752

法人税等 3,511 3,954

四半期純利益 5,850 7,798

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

2 △9

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,847 7,807
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 5,850 7,798

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 504 △160

 為替換算調整勘定 4,130 △924

 退職給付に係る調整額 △5 63

 持分法適用会社に対する持分相当額 2 20

 その他の包括利益合計 4,632 △1,000

四半期包括利益 10,482 6,797

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 10,470 6,833

 非支配株主に係る四半期包括利益 11 △35
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年

度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業

結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結

会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項

（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計

期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日 至　平成27年12月31日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日または現金決済日をもって決済処理し

ております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形等が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 ―百万円 291百万円

電子記録債権 ―百万円 197百万円
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　２　偶発債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

㈱アプレ  1,310百万円 1,066百万円

㈱ロートピア 100百万円 100百万円

㈱シェ・ケン ―百万円 36百万円

ハンサムガーデン㈱ ―百万円 20百万円

合計 1,410百万円 1,222百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 4,442百万円 4,517百万円

のれんの償却額 201百万円 238百万円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月14日
取締役会

普通株式 1,025 9.00 平成26年３月31日 平成26年６月10日 利益剰余金

平成26年11月11日
取締役会

普通株式 1,025 9.00 平成26年９月30日 平成26年12月４日 利益剰余金
 

　(注)　平成26年５月14日取締役会決議による配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託（以下「ＥＳＯＰ信託」と

いいます。）が保有する自社の株式に対する配当金4百万円が含まれております。また、平成26年11月11日取

締役会決議による配当金の総額には、ＥＳＯＰ信託が保有する自社の株式に対する配当金3百万円が含まれて

おります。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３. 株主資本の金額の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月14日
取締役会

普通株式 1,139 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月９日 利益剰余金

平成27年11月11日
取締役会

普通株式 1,139 10.00 平成27年９月30日 平成27年12月10日 利益剰余金
 

　(注)　平成27年５月14日取締役会決議による配当金の総額には、ＥＳＯＰ信託が保有する自社の株式に対する配当金

3百万円が含まれております。また、平成27年11月11日取締役会決議による配当金の総額には、ＥＳＯＰ信託

が保有する自社の株式に対する配当金2百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３. 株主資本の金額の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円）

 

報告セグメント　(注)１  
その他
(注)２
 
 

合計
 

調整額
(注)３

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)４

日本 アメリカ ヨーロッパ アジア 計

売上高          

(1) 外部顧客への
　　売上高

67,197 4,936 4,466 29,304 105,904 1,554 107,458 ― 107,458

(2) セグメント間の
    内部売上高
    又は振替高

1,337 996 3 2,032 4,369 20 4,389 △4,389 ―

計 68,535 5,932 4,469 31,336 110,273 1,574 111,848 △4,389 107,458

セグメント利益
又は損失(△)

5,481 △625 304 3,449 8,610 118 8,728 273 9,001
 

(注) １ 「アメリカ」の区分は米国、カナダ等の現地法人の事業活動、「ヨーロッパ」の区分は英国、ポーラン

ド、南アフリカの現地法人の事業活動、「アジア」の区分は中国、台湾、ベトナム等の現地法人の事業活

動を含んでいます。

 ２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オーストラリアの現地法人の事

業活動を含んでいます。

 ３ セグメント利益又は損失(△)の調整額273百万円は、全額がセグメント間取引消去であります。

 ４ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

(子会社の取得による資産の著しい増加)

　第２四半期連結会計期間において、ダクス・コスメティクス社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことによ

り、前連結会計年度の末日に比べ、当第３四半期連結会計期間末の「ヨーロッパ」のセグメント資産が5,002百万

円増加しております。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円）

 

報告セグメント　(注)１  
その他
(注)２
 
 

合計
 

調整額
(注)３

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)４

日本 アメリカ ヨーロッパ アジア 計

売上高          

(1) 外部顧客への
　　売上高

72,055 5,941 6,238 34,467 118,702 1,620 120,323 ― 120,323

(2) セグメント間の
    内部売上高
    又は振替高

1,325 1,084 2 2,317 4,730 15 4,745 △4,745 ―

計 73,380 7,025 6,241 36,785 123,432 1,636 125,068 △4,745 120,323

セグメント利益
又は損失(△)

7,688 △666 351 4,102 11,476 136 11,613 245 11,859
 

(注) １ 「アメリカ」の区分は米国、カナダ等の現地法人の事業活動、「ヨーロッパ」の区分は英国、ポーラン

ド、南アフリカの現地法人の事業活動、「アジア」の区分は中国、台湾、ベトナム等の現地法人の事業活

動を含んでいます。

 ２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オーストラリアの現地法人の事

業活動を含んでいます。

 ３ セグメント利益又は損失(△)の調整額245百万円は、全額がセグメント間取引消去であります。

 ４ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日)

(1)　１株当たり四半期純利益 51円54銭 68円69銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 5,847 7,807

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(百万円)

5,847 7,807

普通株式の期中平均株式数(千株) 113,462 113,653

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 51円32銭 68円40銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(千株) 489 489

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式で、前連結会
計年度末から重要な変動があったものの概要

――― ―――

 

(注)　株主資本において自己株式として計上されているＥＳＯＰ信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純

利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式

に含めております。

１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中

平均株式数は前第３四半期連結累計期間448,530株　当第３四半期連結累計期間257,210株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第80期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年11月11日開催の取締役会に

おいて、平成27年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配

当を実施いたしました。

① 配当金の総額 1,139百万円  

② １株当たり金額 10円00銭  

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年12月10日  
 

(注)　上記配当金の総額には、ＥＳＯＰ信託が保有する自社の株式に対する配当金2百万円が含まれており

ます。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月９日

ロート製薬株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   北   山   久   恵   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   桃   原   一　　也   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロート製薬株式

会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロート製薬株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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